
No 発言者 ご意見 対応の概要 単元 対応頁

1
室﨑委員
宗片委員

教材を作りっぱなしにするのではなく、自主防災
組織のアドバイザー等の制度を作るなど、フォ
ローする仕組みが必要。

教材を活用した研修会を令和２年度予
算において要求している。

- -

2 室﨑委員
自主防災組織の活動がどうしたら楽しくなるか
等、参加者同士で議論できるワークショップを中
心にした教材にしてはどうか。

テーマ2,3の教材についても、ワーク
ショップを中心としたものになるよう
作成する。

- -

3 室﨑委員 ワークの他、基本的な知識を教えることも必要。
基本的な知識を学ぶスライドも作成す
る。（必要最低限）

2 4～8

4 小倉委員
同じような立場の人達同士で、悩みや取組みを共
有するだけでも学びになるため、そのようなワー
クを検討してもよいのではないか。

ワークショップで各地域の状況等を共
有するようにする。

1 13

5
室﨑委員
黒田委員

教材の目的と内容の整合を図ること。 目的と内容の整合を図る。 - -

6
室﨑委員
小倉委員

文章が多いため、できるだけ箇条書きにする等し
て、見やすくすること。説明が不足する場合は、
口頭で説明できるようにすること。

全体的に簡潔にし、説明については
ノート部に記述する。

- -

7 室﨑委員
地域コミュニティ（共助）の取り組みにより、自
助力が向上した事例を用いる等、自助と共助の関
係性がわかるスライドが必要。

共助の働きかけにより自助力が向上し
た事例を追加する。

1 -

8 黒田委員
内閣府等の調査結果等をもとに、平時の自助の取
組みが不足していることを示すスライドが必要。

内閣府の調査結果のスライドを追加す
る。

1 25

9 宗片委員
防災リーダーには、地域の自助意識を高める（地
域の人に伝える）役割もある旨を追加すること。

地域の自助意識を高める（地域の人に
伝える）役割もあることが分かるよう
修正する。

2 共通

10 西藤委員
地域の団体等との連携は重要なため、時間配分を
多くすること。

地域をとりまく団体等との連携の時間
配分を5分から10分に拡大する。

2 共通

11 黒田委員
災害時、自主防災組織としての活動による第三者
への怪我、破損などへの責任の所在についての内
容を含めてはどうか。

自主防災組織の活動の保険について、
市でまとめて入っている事例などを記
載する。

2 1

12 黒田委員
自主防災組織の班編成は、受講者が敬遠しないよ
うに、あくまでも一例として表記すること。

例であることを明記し、班編成につい
て組織の実態に合わせて柔軟に考える
ことが分かるようにする。

2 6

13 小倉委員
ワークについて、どう仲間を増やすか等のほうが
イメージしやすく、教材の後半にも結び付きやす
いのではないか。

どう仲間を増やすかについて検討し理
解を深めるワークショップを追加す
る。

2 14

教材テーマ１「防災リーダーの役割/住民（構成員）の自助意識を高めるには」に係る
第６回検討会における委員からの主なご意見について
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14 黒田委員

リーダーとして心がけることをワークショップで
行っても、建前的な回答しか出ない。仲間を作れ
るか、役割を分担できるか、というようなことを
学び、できないところを戻ったらやろうと思って
もらうほうがよい。

ワークショップを行う学習項目を「地
域の防災リーダーの役割」から「仲間
を増やす」に変更する。

2 14

15
室﨑委員
黒田委員
小倉委員

地域の様々な人や団体との連携について、自主防
災組織は町内会等をベースにし活動しているのが
実態なので、この図は、自主防災組織にとっては
ハードルが高いのではないか。
また、地域毎にカスタマイズできるようにしては
どうか。

自主防災組織が連携しやすいようなも
のに図を修正する。また、地域ごとに
カスタマイズしてもらうよう記載する

2 22

16 室﨑委員
地域ぐるみで、災害への備えに取り組んだ事例紹
介等があるとよい。（岐阜県の家具転倒防止対策
の事例等）

岐阜県恵那市の家具転倒防止事業の事
例を追加する。

3 18

17 小倉委員
災害への備えに、風水害への備えを追加するこ
と。

風水害に対する安全対策を追加する。 3 20～22

18 黒田委員
各家庭の災害への備えの意識を向上させるため
に、なぜ自主防災組織が取り組む必要があるのか
の説明が必要。

自主防災組織が自助の強化に取り組む
必要性が分かるよう修正する。

3 共通

19
黒田委員
西藤委員

家具の転倒対策や備蓄について、住民向けの内容
となっているが、教材の対象は、地域の防災リー
ダー向けのため、その視点を踏まえた構成とする
こと。

地域の防災リーダーが取り組む視点で
教材を修正する。

3 共通

20 黒田委員
「②被害を最小限に留める」箇所に、「応急手
当」を含めること。

「応急手当」を追加する。 3 6

21 室﨑委員
非常用持出品の内容は、地震と風水害で違う可能
性もあるので、確認すること。

風水害の品としてカッパを追加する。 3 31
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